
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】身体内の血管の如く管状脈管を閉鎖又は遮断す

るために使用される無菌クリップと、脈管を結紮するた

めに脈管においてクリップを配置するための器械を提供

する。

【解決手段】無菌クリップは、ほぼ全長に沿って互いに

極めて近接して配置される脚部材と、脚部材の端部の連

結部材からなる。クリップを配置するための器械は、取

手部分１００，１０１と操作部分とを具備し、該操作部

分は、その遠位端部を形成する一対の発散部材１２２と

、該発散部材を略平行アライメントにするために該発散

部材上を往復して滑動することができる手段とを具備す

る。

【選択図】　図１１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 取 手 部 分 と 操 作 部 分 と を 具 備 し 、 該 操 作 部 分 は 、 そ の 遠 位 端 部 を 形 成 す る 一 対 の 発 散 部
材 と 、 該 発 散 部 材 を 略 平 行 ア ラ イ メ ン ト に す る た め に 該 発 散 部 材 上 を 往 復 し て 滑 動 す る こ
と が で き る 手 段 と を 具 備 す る 組 織 を 操 作 す る 際 に 使 用 さ れ る 外 科 用 器 械 。
【 請 求 項 ２ 】
　 開 位 置 及 び 閉 位 置 を 有 す る 締 結 器 と 、 中 空 管 軸 に よ っ て 連 結 さ れ た 作 動 端 及 び 適 用 端 と
締 結 器 が 閉 位 置 に 有 る 状 態 で 、 器 械 の 適 用 端 に 閉 塞 締 結 器 を 供 給 す る 手 段 と を 具 備 す る 閉
塞 締 結 器 を 適 用 す る た め の 内 視 鏡 器 械 。
【 請 求 項 ３ 】
　 閉 塞 さ せ る た め に 組 織 に 係 合 し 、 圧 縮 す る 手 段 を 備 え た 請 求 項 ２ の 内 視 鏡 器 械 。
【 請 求 項 ４ 】
　 内 視 鏡 締 結 器 適 用 器 械 と 外 科 締 結 手 段 と の 組 合 せ に お い て 、 組 織 を 閉 塞 す る た め の 外 科
締 結 手 段 を 具 備 し 、 該 器 械 が 、 中 空 管 軸 に よ っ て 連 結 さ れ た 作 動 端 及 び 適 用 端 と 、 締 結 器
が 閉 位 置 に 有 る 状 態 で 、 器 械 の 適 用 端 に 締 結 器 を 供 給 す る 手 段 と 、 該 適 用 端 と 共 働 す る 、
組 織 を 閉 塞 す る よ う に 組 織 に 係 合 し 圧 縮 す る 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 組 合 せ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ほ 乳 動 物 に お い て 脈 管 を 結 紮 す る た め に 使 用 さ れ る 無 菌 ク リ ッ プ に 関 し 、 さ
ら に 詳 細 に は 、 身 体 内 の 血 管 の 如 く 管 状 脈 管 を 閉 鎖 又 は 遮 断 す る た め に 使 用 さ れ る 無 菌 ク
リ ッ プ と 、 脈 管 を 結 紮 す る た め に 脈 管 に お い て ク リ ッ プ を 配 置 す る た め の 器 械 と に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 多 く の 外 科 用 手 順 中 、 外 科 医 は 、 外 科 用 手 順 で の 過 剰 の 出 血 を 防 止 す る た め に 血 管 を 切
断 す る 前 に い ろ い ろ な 血 管 を 結 紮 又 は 閉 鎖 し な け れ ば な ら な い 。 結 紮 用 ク リ ッ プ 、 止 血 用
ク リ ッ プ 、 等 の 如 く 、 脈 管 を 遮 断 す る た め の 多 数 の 形 式 の 機 構 又 は 装 置 が あ る 。 あ る 事 例
で は 、 外 科 医 は 、 脈 管 を 閉 鎖 又 は 遮 断 す る た め に 、 脈 管 の 回 り で 結 紮 又 は 縫 合 す る 。 ク リ
ッ プ の 多 く は 、 金 属 で あ り 、 そ し て 一 方 の 端 部 に お い て 連 結 し た 一 対 の 脚 を 具 備 す る 。 結
紮 さ れ る 脈 管 は 、 脚 の 間 に 置 か れ 、 脚 は 脈 管 を 閉 鎖 す る た め に 脈 管 の 回 り で 結 束 さ れ る 。
ク リ ッ プ は ま た 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 開 発 さ れ た が 、 プ ラ ス チ ッ ク は 金 属 と 同 一 の 応 力
及 び 弾 性 特 性 を 有 さ な い た め に 、 通 常 、 プ ラ ス チ ッ ク ク リ ッ プ は 、 あ る 形 式 の 係 止 機 構 を
含 み 、 脚 が 脈 管 の 回 り に 結 束 さ れ る 時 、 脚 は 、 閉 鎖 位 置 に お い て 係 止 さ れ る 。 結 紮 用 ク リ
ッ プ が 、 技 術 に お い て 非 常 に 公 知 で あ り 、 多 く の 米 国 特 許 に お い て 開 示 さ れ る 。 例 え ば 、
特 許 文 献 １ － １ ０ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 結 紮 用 ク リ ッ プ は 、 脈 管 の 閉 鎖 を 保 証 し な け れ ば な ら な い 。 す な わ ち 、 そ れ ら は 、 血 流
を 完 全 に 遮 断 し 、 漏 れ を 許 し て は な ら な い 。 ま た 、 ク リ ッ プ は 、 閉 じ て い な け れ ば な ら ず
、 そ し て 不 当 な 応 力 の た め に 急 開 又 は 破 損 し て は な ら な い 。 そ の よ う な 開 放 又 は 破 損 は 、
外 科 手 術 中 悲 惨 な 結 果 と な る 。 さ ら に 、 ク リ ッ プ は 、 決 し て 部 位 か ら そ れ た り 、 又 は 脈 管
か ら 外 れ て は な ら な い 。 脈 管 を 崩 壊 及 び 閉 鎖 す る た め に あ ま り 大 き な 力 は 要 ら な い が 、 そ
の 脈 管 の 閉 鎖 を 保 証 し 、 閉 位 置 に と ど ま る こ と を 保 証 す る た め に 、 ク リ ッ プ は 、 い っ た ん
閉 じ ら れ た な ら ば 、 閉 位 置 に と ど ま る 如 く 、 ク リ ッ プ の 形 状 を 閉 鎖 又 は 変 更 す る た め に 実
質 的 な 力 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 内 視 鏡 手 術 の 出 現 に よ り 、 脈 管 の 結 紮 の 如 く 、 内 視 鏡 外 科 手 順 に お い て 必 要 な 手 技 を 事
実 上 実 施 す る た め の 力 を 実 質 的 に 縮 小 す る こ と が 、 非 常 に 重 要 に な っ た 。 内 視 鏡 手 術 に お
い て 、 器 械 の 先 端 部 は 適 切 な カ ニ ュ ー レ 又 は 小 切 開 を 通 し て 身 体 内 に 置 か れ る が 、 外 科 医
に よ る 先 端 部 の 手 技 は 、 身 体 の 外 側 で 達 成 さ れ る 。 結 果 と し て 、 器 械 の 先 端 部 を 制 御 す る
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こ と は よ り 困 難 に な る 。 と い う の は 、 そ れ は 、 器 械 の 実 際 の 操 作 か ら さ ら に 除 去 さ れ 、 そ
し て 身 体 の 外 側 の 器 械 の 操 作 に お け る わ ず か な 移 動 は 、 器 械 の 先 端 部 に お い て 拡 大 さ れ る
た め で あ る 。 こ の た め 、 ク リ ッ プ を 閉 じ る た め に 必 要 な 力 が 大 き い ほ ど 、 器 械 の 先 端 部 の
移 動 の 可 能 性 は よ り 大 き く な り 、 ク リ ッ プ が 不 正 に 配 置 又 は 閉 鎖 さ れ る 可 能 性 は 大 き く な
る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ３ ， ４ ３ ９ ， ５ ２ ３ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 ３ ， ２ ７ ０ ， ７ ４ ５ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 第 ３ ， ３ ６ ３ ， ６ ２ ８ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ４ 】 米 国 特 許 第 ３ ， ４ ６ ３ ， １ ５ ６ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ５ 】 米 国 特 許 第 ３ ， ４ ３ ９ ， ５ ２ ２ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ６ 】 米 国 特 許 第 ４ ， １ ４ ６ ， １ ３ ０ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ７ 】 米 国 特 許 第 ４ ， ４ ４ ９ ， ５ ３ ０ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ８ 】 米 国 特 許 第 ４ ， ４ ２ ４ ， ８ １ ０ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ９ 】 米 国 特 許 第 ４ ， ４ １ ８ ， ６ ９ ４ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 １ ０ 】 米 国 特 許 第 ４ ， ６ ３ ８ ， ８ ０ ４ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 脈 管 を 結 紮 す る た め に 必 要 な 力 を 実 質 的 に 縮 小 す る 。 本 発 明 は ま た 、 い っ た
ん ク リ ッ プ が 脈 管 に 置 か れ た な ら ば 、 脈 管 の 閉 鎖 を 保 証 す る ク リ ッ プ を 設 け る 。 さ ら に 、
本 発 明 は 、 金 属 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 等 の 如 く 多 数 の 種 々 の 形 式 の 材 料 か ら 結 紮 用 ク リ ッ プ を
作 製 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 新 規 な ク リ ッ プ 及 び 器 械 は 、 内 視 鏡 手 順 に お け る 使 用 の た め に 最 も 適 切 で あ り
、 次 の 説 明 に お い て 記 載 さ れ る が 、 ク リ ッ プ 及 び ／ 又 は 器 械 は ま た 、 腹 腔 鏡 手 順 及 び 標 準
開 形 式 外 科 手 順 に お い て も 使 用 さ れ る こ と が 指 摘 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ り 、 ほ 乳 動 物 に お い て 脈 管 を 結 紮 す る た め の 新 規 の 無 菌 ク リ ッ プ は 、 一 対 の
脚 部 材 を 具 備 す る 。 脚 部 材 は 、 ほ ぼ 全 長 に 沿 っ て 互 い に 極 め て 近 接 し て 配 設 さ れ る 。 好 ま
し く は 、 脚 部 材 は 、 互 い に ほ ぼ 平 行 で あ る 。 脚 部 材 は 、 好 ま し く は 一 方 の 端 部 に お い て 、
脚 部 材 の 分 離 を 制 限 す る 部 材 に よ り 連 結 さ れ る 。 連 結 部 材 は 、 脚 部 材 の 開 端 部 に 印 加 さ れ
た 力 に よ り 、 脚 部 材 の 開 端 部 を わ ず か に 押 し 開 か せ る が 、 い っ た ん 力 が 除 去 さ れ た な ら ば
、 脚 部 材 は 、 元 の 位 置 に 戻 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は ま た 、 結 紮 さ れ る 脈 管 に 上 記 の 無 菌 ク リ ッ プ を 適 用 す る た め の 器 械 を 含 む 。 新
規 な 器 械 は 、 近 位 端 部 か ら 遠 位 端 部 に 互 い に 発 散 す る 一 対 の 表 面 を 含 む 。 こ れ ら の 表 面 は
、 結 紮 さ れ る 脈 管 を 収 容 す る 。 す な わ ち 、 表 面 は 、 結 紮 さ れ る 脈 管 の 対 向 側 に 置 か れ る 。
い っ た ん 脈 管 が 適 切 に 位 置 付 け ら れ た な ら ば 、 上 記 の 無 菌 ク リ ッ プ は 、 そ の 開 端 部 を 発 散
す る 表 面 の 近 位 端 部 に 推 進 さ せ る 。 発 散 す る 表 面 は 、 ク リ ッ プ の 脚 を わ ず か に 広 げ さ せ 、
そ し て ク リ ッ プ は 、 発 散 す る 表 面 上 を す べ ら さ れ る 。 発 散 す る 表 面 は 閉 じ ら れ 、 す な わ ち
、 表 面 の 間 に 位 置 付 け ら れ た 脈 管 を 結 紮 す る た め に 略 平 行 位 置 に お か れ る 。 い っ た ん ク リ
ッ プ が 脈 管 を 挟 持 し た 表 面 上 に 置 か れ た な ら ば 、 ク リ ッ プ は 、 発 散 す る 表 面 か ら 除 去 さ れ
、 結 紮 さ れ た 脈 管 に と ど ま る 。 そ れ か ら 、 発 散 す る 表 面 は 、 脈 管 の 回 り か ら 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 発 明 は 、 次 の 図 面 と 説 明 に お い て 与 え ら れ た 特 定 の 実 施 態 様 に 関 連 し て さ ら に 十 分 に 記
載 さ れ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 面 を 参 照 す る と 、 図 １ と 図 ２ に お い て 、 本 発 明 の 無 菌 ク リ ッ プ の 好 ま し い 実 施 態 様 が
示 さ れ る 。 ク リ ッ プ は 、 ほ 乳 動 物 に お い て 管 状 脈 管 を 結 紮 又 は 閉 鎖 す る た め に 使 用 さ れ 、
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さ ら に 詳 細 に は 、 内 視 鏡 外 科 手 順 中 人 体 に お け る 血 管 を 閉 鎖 す る た め に 使 用 さ れ る 。 無 菌
ク リ ッ プ ２ ０ は 、 一 対 の 脚 部 材 ２ １ と ２ ２ を 具 備 す る 。 脚 部 材 は 、 全 長 に 沿 っ て 互 い に 極
め て 近 接 し て い る 。 実 施 態 様 に お い て 、 脚 部 材 の 各 々 は 、 直 角 部 材 で あ り 、 比 較 的 平 坦 な
縦 区 分 ２ ３ と ２ ４ と 縦 区 分 の 一 縁 に 形 成 し た 垂 直 区 分 ２ ５ と ２ ６ と を 具 備 す る 。 脚 部 材 の
垂 直 区 分 は 、 互 い に 直 面 し 、 そ し て 脈 管 を 結 紮 す る た め に 脈 管 に 接 触 す る ク リ ッ プ の 部 分
で あ る 。 垂 直 区 分 は 、 図 示 の 如 く 、 「 蹄 鉄 」 に 類 似 す る 断 面 形 状 を 有 す る 連 結 部 材 ２ ７ に
よ っ て ク リ ッ プ の 一 方 の 端 部 に お い て 接 合 さ れ る 。 連 結 部 材 は 、 脚 部 材 の 相 互 分 離 を 制 限
す る 。 本 発 明 の 無 菌 ク リ ッ プ の あ る 実 施 態 様 に お い て 、 連 結 部 材 は 、 弾 性 材 料 製 で あ り 、
そ の 結 果 、 脚 は 、 す で に 閉 鎖 さ れ た 脈 管 を 挿 入 す る た め に わ ず か に 分 け 隔 て ら れ 、 そ し て
い っ た ん 挿 入 さ れ た な ら ば 、 脚 部 材 は 脈 管 を 結 紮 し て 維 持 す る た め に 元 の 位 置 に 戻 さ れ る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 結 紮 用 ク リ ッ プ は 、 単 一 ク リ ッ プ 適 用 器 を 使 用 す る 単 一 ク リ ッ プ と し て 、 又 は 多 重 ク リ
ッ プ 適 用 器 を 使 用 し て 、 外 科 手 順 中 血 管 に 適 用 さ れ る 。 器 械 は 、 内 視 鏡 手 順 中 カ ニ ュ ー レ
を 通 し て 挿 入 さ れ 、 そ し て 多 重 ク リ ッ プ 適 用 器 が 使 用 さ れ る な ら ば 、 器 械 は 、 多 数 の 脈 管
に お い て ク リ ッ プ を 結 紮 又 は 配 置 す る 。 し ば し ば 、 外 科 手 順 に お い て 、 結 紮 と 分 離 と 呼 ば
れ る 技 術 が あ る 。 こ の 技 術 に お い て 、 器 械 は 、 比 較 的 近 接 し て 同 一 脈 管 に お い て ２ つ の 結
紮 用 ク リ ッ プ を 配 置 す る た め に 使 用 さ れ 、 そ し て 適 切 な 器 械 又 は 外 科 用 メ ス を 使 用 す る 外
科 医 は 、 ２ つ の 結 紮 用 ク リ ッ プ の 間 で 脈 管 を 切 断 す る 。 図 ３ に お い て 、 本 発 明 の 無 菌 ク リ
ッ プ 及 び 器 械 を 使 用 す る 結 紮 及 び 分 割 用 器 械 が 示 さ れ る 。 器 械 ３ ０ は 、 外 科 医 の た め の 多
様 な 作 動 及 び 制 御 機 構 を 含 む 取 手 部 分 ３ １ と 、 ク リ ッ プ を 配 置 し 、 適 切 に 置 か れ た ク リ ッ
プ の 間 で 脈 管 を 切 断 す る ノ ー ズ 部 分 ３ ２ と を 具 備 す る 。 ノ ー ズ 部 分 は 、 ノ ー ズ 部 分 を 手 術
環 境 内 に 位 置 付 け 、 所 望 の タ ス ク を 達 成 さ せ る た め に 、 カ ニ ュ ー レ に 挿 通 す る よ う に 設 計
さ れ た マ ガ ジ ン 筺 体 ３ ３ に よ っ て 取 手 部 分 に 連 結 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ に 描 か れ た 器 械 の 多 様 な 部 品 の 分 解 等 角 図 で あ る 。 器 械 は 、 取 手 ４ ０ を 具
備 し 、 取 手 の 一 方 の 端 部 に は マ ガ ジ ン 筺 体 ４ １ が 取 り 付 け て あ る 。 筺 体 の 一 方 の 端 部 は 、
取 手 に 取 り 付 け ら れ 、 筺 体 の 反 対 端 部 は 、 ノ ー ズ ４ ２ 又 は 器 械 の 先 端 部 で あ り 、 本 発 明 に
よ り ク リ ッ プ を 配 置 す る よ う に 設 計 さ れ る 。 マ ガ ジ ン 筺 体 の ノ ー ズ 又 は 先 端 部 は 、 ノ ー ズ
の ほ ぼ 中 央 に お い て 配 設 し た 水 平 溝 ４ ２ と 、 水 平 溝 の 対 向 端 部 に 垂 直 か つ 隣 接 し て 配 設 さ
れ た ２ つ の 垂 直 溝 ４ ４ と ４ ５ と を 含 む 。 マ ガ ジ ン 筺 体 内 に は 、 取 手 か ら ノ ー ズ に 延 び て い
る ピ ン セ ッ ト 部 材 ４ ６ が 位 置 付 け ら れ る 。 こ の 部 材 の 一 部 は 、 結 紮 さ れ る 脈 管 を つ か む 。
ピ ン セ ッ ト 部 材 の 一 方 の 端 部 ４ ７ は 、 取 手 及 び ／ 又 は マ ガ ジ ン 筺 体 が ピ ン セ ッ ト 部 材 に 関
し て 前 後 に 往 復 移 動 さ れ る 如 く 取 手 内 に 位 置 付 け ら れ る 。 ピ ン セ ッ ト 部 材 の 反 対 端 部 は 、
マ ガ ジ ン の ノ ー ズ に お け る 水 平 溝 に 嵌 入 す る 。 ピ ン セ ッ ト 部 材 の こ の 端 部 は 、 取 手 に 近 位
の 端 部 に お い て 接 合 し た 一 対 の バ ネ 鋼 フ ラ ッ プ ４ ９ と ５ ０ を 具 備 し 、 取 手 に 遠 位 の 端 部 に
お い て 互 い に そ れ る 如 く 応 力 を 加 え ら れ る 。 マ ガ ジ ン の 最 前 方 位 置 に お い て 、 ピ ン セ ッ ト
部 材 の バ ネ 鋼 端 部 は 、 マ ガ ジ ン 筺 体 の ノ ー ズ の 端 部 と 整 列 さ れ る 。 マ ガ ジ ン 筺 体 の 最 後 方
位 置 に お い て 、 ピ ン セ ッ ト 部 材 の バ ネ 鋼 端 部 は 、 水 平 溝 を 通 っ て マ ガ ジ ン 筺 体 の ノ ー ズ を
越 え て 延 び て い る 。 ピ ン セ ッ ト 部 材 の ほ ぼ 長 さ に わ た っ て 溝 ５ ３ が 形 成 し て あ る 。 ナ イ フ
部 材 ５ ４ は 、 こ の 溝 に お い て 前 後 に 往 復 移 動 す る よ う に 位 置 付 け ら れ る 。 こ の 最 前 方 位 置
に お け る ナ イ フ 部 材 の 切 断 部 分 ５ ５ は 、 ピ ン セ ッ ト 部 材 の 先 端 に 延 び て お り 、 そ の 最 後 方
位 置 に お い て 、 小 距 離 だ け 離 間 さ れ る 。 ま た 、 マ ガ ジ ン 筺 体 内 に ク リ ッ プ ド ラ イ バ ー ５ ６
が 含 め ら れ る 。 ド ラ イ バ ー は 、 取 手 か ら マ ガ ジ ン 筺 体 の ノ ー ズ に 延 び て い る 一 対 の 金 属 脚
５ ８ と ５ ９ を 具 備 す る 。 ド ラ イ バ ー の 一 方 の 脚 は 、 筺 体 の ノ ー ズ に お け る 一 方 の 垂 直 溝 内
に 嵌 入 し 、 そ し て ド ラ イ バ ー の 他 方 の 脚 は 、 筺 体 の ノ ー ズ に お け る 他 方 の 垂 直 溝 に 嵌 入 す
る 。 ド ラ イ バ ー の 前 端 部 に お い て 、 ク リ ッ プ カ ー ト リ ッ ジ ６ ０ が 位 置 付 け ら れ る 。 こ の 実
施 態 様 に お い て 、 １ ０ 個 の ク リ ッ プ が 示 さ れ 、 各 側 に ５ つ ず つ ド ラ イ バ ー の 脚 と 整 列 し て
い る 。 マ ガ ジ ン 筺 体 を 移 動 さ せ 、 ク リ ッ プ を 位 置 付 け 、 ク リ ッ プ を 駆 動 さ せ 、 そ し て ナ イ
フ を 移 動 又 は 往 復 移 動 さ せ る た め の 適 切 な 作 動 部 材 が 、 取 手 に お い て 設 け ら れ る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 器 械 の 動 作 が 、 図 ５ 、 図 ６ と 図 ７ に 関 連 し て さ ら に 十 分 に 記 載 さ れ る 。 図 ５ ａ 、 ５ ｂ と
５ ｃ を 参 照 す る と 、 図 ４ に 関 連 し て 記 載 さ れ た 如 く 器 械 の ノ ー ズ 部 分 の 拡 大 図 が 示 さ れ る
。 図 ５ ａ は 、 ノ ー ズ 区 分 の 頂 面 斜 視 図 で あ り 、 図 ５ ｂ は 頂 面 図 で あ り 、 そ し て 図 ５ ｃ は 側
面 図 で あ る 。 こ れ ら の 図 に お い て 、 ノ ー ズ 部 分 ６ ０ は 、 そ の 最 後 方 位 置 ま で 押 さ れ て い る
。 ピ ン セ ッ ト 部 分 の ２ つ の 表 面 ６ １ と ６ ２ は 、 ノ ー ズ を 越 え て お り 、 結 紮 さ れ る 脈 管 ６ ３
を 収 容 す る た め に 互 い に 発 散 し て い る 。 図 ５ ｃ に さ ら に 明 確 に 示 さ れ た 如 く 、 ピ ン セ ッ ト
部 分 は 、 ノ ー ズ 部 分 に お け る 水 平 溝 ６ ４ を 嵌 通 し て い る 。 ま た 、 ナ イ フ の 移 動 を 許 容 す る
ピ ン セ ッ ト 部 分 に お い て 溝 ６ ５ が 描 か れ る 。 器 械 の こ の 位 置 に 見 ら れ る 如 く 、 ク リ ッ プ ６
６ は 部 位 に お か れ 、 ノ ー ズ 部 分 に お け る 垂 直 溝 ６ ７ に 位 置 付 け ら れ る 。 い っ た ん ピ ン セ ッ
ト 部 分 の 発 散 す る 表 面 が 脈 管 の 回 り に 置 か れ た な ら ば 、 ノ ー ズ 部 分 は 、 前 方 に 押 さ れ る 。
最 前 方 位 置 ま で 押 さ れ た ノ ー ズ 部 分 は 、 図 ６ ａ 、 ６ ｂ と ６ ｃ に 示 さ れ る 。 図 ６ ａ は 、 最 前
方 位 置 に お け る ノ ー ズ 部 分 の 斜 視 図 で あ り 、 図 ６ ｂ は 頂 面 図 で あ り 、 そ し て 図 ６ ｃ は 側 面
図 で あ る 。 マ ガ ジ ン 部 分 ６ ０ を 前 方 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 ピ ン セ ッ ト 表 面 ６ １ と ６ ２
は 、 脈 管 ６ ３ を 閉 鎖 す る た め に 合 わ せ ら れ る 。 同 時 に 、 ク リ ッ プ ６ ６ は 、 ク リ ッ プ の 開 端
部 が ピ ン セ ッ ト 表 面 に 載 上 す る 如 く 前 方 に 移 動 さ れ る 。 こ の 点 に お い て 、 ナ イ フ は 、 ク リ
ッ プ の 間 で 脈 管 を 切 断 す る た め に 作 動 さ れ る 。 次 の 段 階 は 、 図 ７ ａ 、 ７ ｂ と ７ ｃ に 描 か れ
た 最 後 方 又 は 原 位 置 ま で マ ガ ジ ン 筺 体 ６ ０ を 返 却 す る こ と で あ る 。 見 ら れ る 如 く 、 ピ ン セ
ッ ト 表 面 ６ １ と ６ ２ は 、 ノ ー ズ 部 分 か ら 前 方 に 延 び て お り 、 そ し て ピ ン セ ッ ト 表 面 の 最 外
縁 に 載 上 す る ク リ ッ プ ６ ６ に よ っ て 合 体 保 持 さ れ る 。 い っ た ん ク リ ッ プ が マ ガ ジ ン の ノ ー
ズ か ら 完 全 に 自 由 に な る な ら ば 、 そ れ ら は 、 ピ ン セ ッ ト 表 面 か ら 落 下 又 は 除 去 さ れ る 。 こ
れ は 、 ピ ン セ ッ ト 表 面 を 開 放 さ せ 、 結 紮 及 び 分 離 さ れ た 脈 管 ６ ３ を 解 放 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 脈 管 を 閉 鎖 す る 際 の ク リ ッ プ の 作 用 と ピ ン セ ッ ト 表 面 か ら の ク リ ッ プ の 解 放 は 、 図 ５ ｂ
、 図 ６ ｂ と 図 ７ ｂ に そ れ ぞ れ 描 か れ た 如 く 、 器 械 の ノ ー ズ の 拡 大 断 面 図 で あ る 図 ８ 、 図 ９
と 図 １ ０ を 参 照 す る こ と に よ り 、 さ ら に 十 分 に 理 解 さ れ る 。 図 ８ を 参 照 す る と 、 ク リ ッ プ
７ ０ は 、 脈 管 に 置 か れ る 前 の ク リ ッ プ の 位 置 に お い て 器 械 の ノ ー ズ に 示 さ れ る 。 ク リ ッ プ
の 脚 ７ １ と ７ ２ は 、 脚 の 間 に 最 小 間 隙 （ Ａ ） が あ る 位 置 に あ る 。 図 ９ は 、 図 ６ ｂ に 示 さ れ
た 如 く 、 器 械 の ノ ー ズ 部 分 を 示 す 。 ノ ー ズ 部 分 は 、 ピ ン セ ッ ト 表 面 ７ ３ と ７ ４ 上 に ク リ ッ
プ ７ ０ を 押 し 、 脈 管 を 閉 鎖 す る た め の 最 前 方 位 置 に あ る 。 見 ら れ る 如 く 、 ピ ン セ ッ ト 表 面
は 、 ク リ ッ プ が ピ ン セ ッ ト 表 面 上 を 移 動 す る こ と が で き る よ う に 、 ク リ ッ プ の 脚 の 間 の 間
隙 （ Ａ ） を わ ず か に 開 こ う と す る 傾 向 が あ る 。 い っ た ん こ れ が 達 成 さ れ る な ら ば 、 ク リ ッ
プ は 、 マ ガ ジ ン が 後 方 ノ ー ズ 位 置 に も た ら さ れ る 時 、 ピ ン セ ッ ト 表 面 に と ど ま る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ は 、 ノ ー ズ か ら ピ ン セ ッ ト 表 面 を 自 由 に す る が 、 ピ ン セ ッ ト 表 面 は 、 互 い に 発 散 す
る よ う に 応 力 を 加 え ら れ る た め に 、 ク リ ッ プ の 垂 直 脚 ７ ６ と 水 平 脚 ７ ７ の 間 の 曲 が り 部 ７
５ に 力 を 及 ぼ し 、 そ の 結 果 、 ク リ ッ プ は 、 ピ ン セ ッ ト 表 面 か ら 除 去 又 は 側 方 に す べ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 面 の 図 １ １ を 参 照 す る と 、 本 発 明 に よ る ク リ ッ プ 適 用 器 械 の 別 の 実 施 態 様 の 分 解 図 が
示 さ れ る 。 こ の 実 施 態 様 に お い て 、 器 械 は 、 右 取 手 部 １ ０ ０ と 左 取 手 部 １ ０ １ を 具 備 す る
。 取 手 部 の 間 に ト リ ガ ー 機 構 １ ０ ２ が 位 置 付 け て あ る 。 ト リ ガ ー 機 構 は 、 取 手 部 の 間 の 旋
回 ピ ン １ ０ ３ に 旋 回 可 能 に 装 着 し て あ る 。 ト リ ガ ー 機 構 の 底 部 に お い て 、 駆 動 リ ン ク １ ０
４ が 取 り 付 け ら れ 、 駆 動 リ ン ク １ ０ ４ は 駆 動 プ ッ シ ャ ー １ ０ ５ の 底 部 に 取 り 付 け て あ る 。
駆 動 プ ッ シ ャ ー に は 第 １ 駆 動 バ ー １ ０ ６ が 取 り 付 け て あ る 。 図 １ ２ に 明 確 に 見 ら れ る 如 く
、 タ ブ １ ０ ７ は 、 近 位 端 部 に お い て 第 １ 駆 動 バ ー か ら 上 方 に 出 て い る 。 こ の タ ブ は 、 第 ２
駆 動 バ ー １ ０ ８ の 後 方 又 は 近 位 端 部 に お け る 溝 に 嵌 入 す る 。 第 ２ 駆 動 バ ー は 、 第 １ 駆 動 バ
ー の 頂 部 に 位 置 す る 。 第 ２ 駆 動 バ ー の 頂 部 に は 、 旋 回 タ イ ミ ン グ タ ブ １ ０ ９ が 装 着 し て あ
る 。 ト リ ガ ー 機 構 が 圧 搾 さ れ る 時 、 駆 動 リ ン ク は 、 駆 動 プ ッ シ ャ ー を 前 方 に 押 し や る 。 第
１ 及 び 第 ２ 駆 動 バ ー の 両 方 は ま た 、 前 方 に 押 し や ら れ る 。 第 １ 駆 動 バ ー は 、 駆 動 プ ッ シ ャ
ー に よ っ て 前 方 に 押 し や ら れ 、 そ し て 第 ２ 駆 動 バ ー は 、 タ イ ミ ン グ タ ブ １ ０ ９ を 押 す 直 立
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タ ブ １ ０ ７ に よ り 、 前 方 に 押 し や ら れ る 。 タ イ ミ ン グ タ ブ が タ イ ミ ン グ 板 １ １ １ の 端 部 に
移 動 す る 時 、 そ れ は 、 直 立 タ ブ の 経 路 外 に 旋 回 さ れ る 。 こ れ は 、 ト リ ガ ー が 圧 搾 さ れ る 時
、 第 １ 駆 動 バ ー に 前 方 動 作 を 継 続 さ せ な が ら 、 第 ２ 駆 動 バ ー の 前 方 動 作 を 停 止 さ せ る 。 ト
リ ガ ー の 解 放 に よ り 、 標 準 板 バ ネ 機 構 （ 明 確 性 の た め に 不 図 示 ） は 、 ト リ ガ ー 機 構 、 駆 動
プ ッ シ ャ ー と 駆 動 バ ー を 原 位 置 に 戻 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 取 手 部 の 前 面 か ら 、 中 空 支 持 管 １ ２ ０ が 延 び て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ 駆 動 バ ー は 、 支 持 管
内 に 配 設 さ れ る 。 第 １ 駆 動 バ ー の 遠 位 端 部 に お い て 、 一 対 の 離 間 ク リ ッ プ ド ラ イ バ ー １ ２
１ と １ ２ ２ が 取 り 付 け て あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 取 手 部 に お い て 支 持 管 を 嵌 通 し て い る ピ ン セ ッ ト 機 構 １ ２ ３ が 装 着 し て あ る 。 ピ
ン セ ッ ト 機 構 は 、 図 １ ３ に さ ら に 明 確 に 示 さ れ る 如 く 、 一 対 の ク リ ッ プ ド ラ イ バ ー の 間 に
配 設 し た 対 向 把 持 指 １ ２ ４ と １ ２ ５ に お け る 器 械 の 遠 位 端 部 に お い て 終 端 す る 。 第 ２ 駆 動
バ ー の 遠 位 端 部 に は 、 ピ ン セ ッ ト 作 動 手 段 １ ２ ６ が 取 り 付 け て あ る 。 手 段 は 、 一 対 の 定 置
離 間 指 １ ２ ７ と １ ２ ８ に お け る 遠 位 端 部 に お い て 終 端 し 、 前 方 に 移 動 さ れ た 時 、 ピ ン セ ッ
ト 指 の 間 に 置 か れ た 脈 管 の 回 り で 指 を 閉 じ る た め に ピ ン セ ッ ト 指 を 包 囲 す る 。 一 連 の 結 紮
用 ク リ ッ プ １ ２ ９ は 、 定 置 指 の 対 向 側 に 配 設 し た 溝 １ ３ ０ に お い て 保 管 さ れ る 。 ク リ ッ プ
ド ラ イ バ ー は 、 一 連 の ク リ ッ プ の 最 後 の ク リ ッ プ に 突 き 合 わ せ 関 係 に お い て 、 遠 位 端 部 に
お い て 終 端 す る 。 ク リ ッ プ は 、 図 １ に 示 さ れ た 如 く 構 成 さ れ 、 ク リ ッ プ の Ｕ 形 状 部 分 は 、
ピ ン セ ッ ト 作 動 手 段 の 遠 位 端 部 に お い て 開 溝 １ ３ １ に 載 上 す る 。 ク リ ッ プ の Ｕ 形 状 部 分 は
、 ク リ ッ プ ド ラ イ バ ー に 取 り 付 け た た わ み ド グ １ ３ ２ に よ っ て 係 合 さ れ る 。 ド グ の た わ み
性 に よ り 、 ド グ は 、 ク リ ッ プ ド ラ イ バ ー が 引 込 ま れ る 時 、 連 続 し て い る 次 の ク リ ッ プ に 載
置 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ ２ と 図 １ ３ を 参 照 す る と 、 図 １ ２ に お い て 取 手 内 の 駆 動 機 構 の 拡 大 切 欠 き 図 が 示 さ
れ る 。 図 １ ３ Ｒ ＞ ３ は 、 器 械 の 遠 位 端 部 の 斜 視 図 で あ る 。 両 図 は 、 ト リ ガ ー が 作 動 さ れ る
前 の 器 械 を 示 す 。 図 １ ２ に 示 さ れ た 如 く 、 第 １ 駆 動 バ ー １ ０ ６ に お け る 直 立 タ ブ １ ０ ７ は
、 第 ２ 駆 動 バ ー に お け る タ イ ミ ン グ タ ブ １ ０ ９ の 背 後 に 位 置 付 け ら れ る 。 こ の 位 置 に お い
て 、 器 械 の 遠 位 端 部 は 、 図 １ ３ １ ３ に 示 さ れ 、 そ し て 閉 鎖 さ れ る 脈 管 １ ４ ０ は 、 ピ ン セ ッ
ト 指 １ ２ ４ と １ ２ ５ の 間 に 位 置 付 け ら れ る 。 ト リ ガ ー を 圧 搾 す る こ と に よ り 、 第 １ 駆 動 バ
ー は 移 動 し 、 タ イ ミ ン グ タ ブ を 前 方 に 押 し 、 第 ２ 駆 動 バ ー を 図 １ ４ に 示 さ れ た 位 置 ま で 前
方 に 押 す 。 駆 動 機 構 が こ の 位 置 に あ る 時 、 器 械 の 遠 位 端 部 が 、 図 １ ５ に 示 さ れ る 。 第 ２ 駆
動 バ ー は 、 定 置 指 １ ２ ７ と １ ２ ８ を ピ ン セ ッ ト 指 １ ２ ４ と １ ２ ５ 上 に 押 し 、 指 の 間 で 脈 管
を 閉 鎖 さ せ る 。 同 時 に 、 第 １ 駆 動 バ ー は 、 一 連 の ク リ ッ プ を 前 方 に 押 し 、 そ の 結 果 、 各 連
続 の 第 １ ク リ ッ プ は 、 図 １ ５ に 示 さ れ た 脈 管 に す ぐ 隣 接 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ト リ ガ ー を 圧 搾 し 続 け る こ と に よ り 、 第 １ バ ー は 、 脈 管 上 を ク リ ッ プ を 押 し や り 、 脈 管
を 閉 鎖 し て 、 ク リ ッ プ ド ラ イ バ ー 軌 道 １ ２ １ と １ ２ ２ の 遠 位 端 部 か ら ク リ ッ プ を 除 去 さ せ
る 。 ト リ ガ ー を 解 放 す る こ と に よ り 、 両 駆 動 バ ー と 関 連 機 構 は 、 原 位 置 に 戻 り 、 ク リ ッ プ
を 脈 管 に 残 し 、 脈 管 か ら 器 械 を 解 放 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 利 点 は 、 使 用 さ れ た ク リ ッ プ が 、 先 行 技 術 の ク リ ッ プ よ り も 、 閉 鎖 さ れ る 脈 管
を よ り 確 実 に 把 持 す る こ と で あ る 。 閉 鎖 さ れ る 脈 管 に 接 触 す る ク リ ッ プ の 表 面 は 、 閉 鎖 を
保 証 す る た め に 刻 み 目 を 付 け ら れ 、 又 は 小 さ な く ぼ み 等 を 含 み 、 い っ た ん 脈 管 に 置 か れ た
な ら ば 、 ク リ ッ プ の 移 動 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 脈 管 に お い て ク リ ッ プ を 配 置 す る た め に 小 さ な 力 し か 必 要 な い な ら ば 、 脈 管 を 切 断 又 は
引 裂 く 可 能 性 は 縮 小 さ れ 、 外 科 手 順 を 通 じ て 脈 管 の 確 実 な 閉 鎖 が さ ら に 保 証 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 所 望 な ら ば 、 戻 り 止 め 又 は 上 昇 部 分 が 、 ク リ ッ プ が 載 上 又 は 移 動 す る 溝 の 内 側 に 配 設 さ
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れ る 。 戻 り 止 め は ク リ ッ プ の 連 結 部 材 と 整 列 し て 置 か れ 、 そ の 結 果 、 筺 体 が ク リ ッ プ を 解
放 す る た め に 後 方 に 移 動 さ れ る 時 、 戻 り 止 め は 、 ク リ ッ プ の 確 実 な 配 置 を さ ら に 保 証 す る
た め に 、 ク リ ッ プ の 連 結 部 材 を 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 器 械 の ピ ン セ ッ ト 部 材 の バ ネ 鋼 フ ラ ッ プ は 、 連 続 表 面 と し て 記 載 さ れ 示 さ れ た が 、 こ れ
ら の 発 散 す る 表 面 は 、 複 数 の 指 を 具 備 す る 。 表 面 を 複 数 の 指 に 分 裂 又 は 断 続 さ せ る こ と に
よ り 、 ３ つ 以 上 の ク リ ッ プ が 同 時 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 器 械 は 、 金 属 、 好 ま し く は 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 好 ま し く は 、 ポ リ カ ー ボ ネ
ー ト 樹 脂 、 等 の い ろ い ろ な 材 料 か ら 作 製 さ れ る 。 通 常 、 器 械 が ス テ ン レ ス 鋼 か ら 作 製 さ れ
る な ら ば 、 器 械 が 再 使 用 で き る が 、 器 械 が プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 作 製 さ れ る な ら ば 、 器 械
は 使 い 捨 て で あ る 。 本 発 明 の 器 械 の あ る 実 施 態 様 に お い て 、 器 械 は 、 ク リ ッ プ の 交 換 可 能
な カ ー ト リ ッ ジ を 収 容 す る よ う に 設 計 さ れ 、 こ れ は 、 単 一 患 者 に お い て 多 数 回 の 使 用 を 意
図 さ れ た 再 使 用 又 は 半 可 処 分 器 械 で 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 結 紮 用 ク リ ッ プ を 配 置 す る た め の 器 械 が 記 載 さ れ た が 、 ク リ ッ プ の た め の 送 り 部
材 は は ず さ れ 、 そ し て 器 械 は 、 結 紮 な し に 脈 管 又 は 組 織 を 把 持 及 び 操 作 す る た め に 使 用 さ
れ る こ と が 認 め ら れ る 。 さ ら に 、 所 望 な ら ば 、 器 械 が 脈 管 又 は 組 織 を 焼 灼 す る た め に 使 用
さ れ る 如 く 、 バ ネ 鋼 フ ラ ッ プ を 加 熱 す る た め の 手 段 が 器 械 に 含 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 驚 異 的 に も 、 本 発 明 の ク リ ッ プ は 、 い ろ い ろ な 大 き さ の 脈 管 を 収 容 し 、 脈 管 に 置 か れ た
時 ク リ ッ プ は 大 き さ に 従 う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い ク リ ッ プ は 、 図 １ と 図 ２ に 関 連 し て 記 載 さ れ た 如 く 形 状 付 け ら れ る 。
こ の 設 計 に お い て 、 ク リ ッ プ の 脚 を 連 結 す る 部 材 は 、 閉 鎖 さ れ る 脈 管 に 接 触 す る 脚 の 表 面
と 整 列 し な い 。 こ の 設 計 は 、 脚 の 全 長 に 沿 っ て 全 脚 を ほ と ん ど 一 様 に 開 放 さ せ 、 脚 を 分 離
す る の を 容 易 に し 、 連 結 部 材 に お け る 応 力 を 減 ら す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 別 の 利 点 は 、 本 発 明 の ク リ ッ プ と 器 械 が 、 同 一 大 の 脈 管 を 閉 鎖 す る た め に 使 用
さ れ た 先 行 技 術 の ク リ ッ プ よ り も 、 小 径 の カ ニ ュ ー レ に お い て 使 用 さ れ る こ と で あ る 。 本
発 明 の ク リ ッ プ は す で に 閉 構 成 に あ り 、 ク リ ッ プ を 閉 鎖 す る た め に ク リ ッ プ の 外 面 に 当 接
す る た め の グ リ ッ パ ー 又 は あ ご は 必 要 で な い た め に 、 器 械 の 全 径 は 、 同 一 機 能 に 対 し て 使
用 さ れ た 先 行 技 術 の 器 械 と 比 較 し た 時 、 縮 小 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 器 械 は 小 さ な カ ニ ュ ー
レ で 使 用 す る こ と が で き 、 患 者 へ の 外 傷 を 縮 小 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の ク リ ッ プ は 、 多 様 な 公 知 な 材 料 、 例 え ば 、 チ タ ン 、 タ ン タ ル 、 ス テ ン レ ス 鋼 、
超 弾 力 性 を 有 す る 記 憶 合 金 等 、 又 は ポ リ オ レ フ ィ ン 、 グ リ コ リ ド ラ ク チ ド ポ リ マ ー と 類 似
の プ ラ ス チ ッ ク 材 料 の 如 く 弾 性 を 有 す る い ろ い ろ な プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 作 製 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 を 記 載 し た が 、 技 術 に お け る 当 業 者 に は 、 多 様 な 修 正 及 び 変 形 が 、 発 明 の 精 神 と
範 囲 に 反 す る こ と な く 本 発 明 に 為 さ れ る こ と は 容 易 に 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 主 な る 特 徴 及 び 態 様 は 以 下 の と お り で あ る 。
１ ． ほ 乳 動 物 に お い て 脈 管 を 結 紮 す る た め の 無 菌 ク リ ッ プ に お い て 、 ほ ぼ 全 長 に 沿 っ て 互
い に き わ め て 近 接 し て 配 設 さ れ た 一 対 の 脚 部 材 と 、 該 脚 部 材 を 接 合 す る 連 結 部 材 と を 具 備
し 、 該 連 結 部 材 は 該 脚 部 材 の 分 離 を 制 限 す る 無 菌 ク リ ッ プ 。
２ ． 該 ク リ ッ プ が 金 属 で あ る 上 記 １ に 記 載 の 無 菌 ク リ ッ プ 。
３ ． 脚 部 材 が 、 ほ ぼ 全 長 に 沿 っ て 互 い に 略 平 行 で あ る 上 記 １ に 記 載 の 無 菌 ク リ ッ プ 。
４ ． 連 結 部 材 が 、 該 脚 部 材 の 一 方 の 端 部 に お い て 該 脚 部 材 を 接 合 す る 上 記 １ に 記 載 の 無 菌
ク リ ッ プ 。
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５ ． ほ 乳 動 物 に お い て 脈 管 を 結 紮 す る た め の 無 菌 ク リ ッ プ に お い て 、 一 対 の 直 角 部 材 で あ
り 、 該 直 角 部 材 の 各 々 の 一 方 の 脚 は 、 ほ ぼ 同 一 平 面 に あ り 、 各 直 角 部 材 の 他 方 の 脚 は 、 互
い に き わ め て 近 接 し て 対 面 関 係 に あ る 一 対 の 直 角 部 材 と 、 該 直 角 部 材 を 接 合 す る 連 結 部 材
と を 具 備 し 、 該 連 結 部 材 は 該 直 角 部 材 の 分 離 を 制 限 す る 無 菌 ク リ ッ プ 。
６ ． 互 い に 対 面 関 係 に あ る 直 角 部 材 の 脚 が 、 ほ ぼ 全 長 に 沿 っ て 互 い に 略 平 行 で あ る 上 記 ５
に 記 載 の 無 菌 ク リ ッ プ 。
７ ． 脚 を 連 結 す る 直 角 部 材 の 領 域 が 、 な め ら か に 湾 曲 さ れ る 上 記 ５ に 記 載 の 無 菌 ク リ ッ プ
。
８ ． 連 結 部 材 が 、 ほ ぼ 半 円 形 の 形 状 で あ り 、 互 い に き わ め て 近 接 し て い る 直 角 部 材 の 脚 を
連 結 す る 上 記 ５ に 記 載 の 無 菌 ク リ ッ プ 。
９ ． 連 結 部 材 が 、 互 い に き わ め て 近 接 し て い る 直 角 部 材 の 脚 の 長 さ に 沿 っ て 配 設 さ れ る 上
記 ８ に 記 載 の 無 菌 ク リ ッ プ 。
１ ０ ． 人 体 に お け る 血 管 を 遮 断 す る た め に 止 血 ク リ ッ プ に お い て 、 ほ ぼ 全 長 に 沿 っ て 互 い
に き わ め て 近 接 し て 配 設 し た 一 対 の 脚 部 材 と 、 該 脚 部 材 を 連 結 し 、 該 脚 部 材 を 互 い の 方 に
押 し や る 弾 性 部 材 と を 具 備 す る 止 血 ク リ ッ プ 。
１ １ ． ク リ ッ プ が 金 属 で あ る 上 記 １ ０ に 近 接 の 止 血 ク リ ッ プ 。
１ ２ ． 脚 部 材 が 、 互 い に 略 平 行 で あ る 上 記 １ ０ に 記 載 の 止 血 ク リ ッ プ 。
１ ３ ． 弾 性 部 材 が そ の 一 方 の 端 部 に お い て 該 脚 部 材 を 連 結 す る 上 記 １ ０ に 記 載 の 止 血 ク リ
ッ プ 。
１ ４ ． 人 体 の 管 状 血 管 を 閉 鎖 す る た め の 止 血 ク リ ッ プ に お い て 、 一 対 の 直 角 部 材 で あ り 、
該 直 角 部 材 の 各 々 の 一 方 の 脚 は 、 ほ ぼ 同 一 平 面 に あ り 、 各 該 直 角 部 材 の 他 方 の 脚 は 、 互 い
に き わ め て 近 接 し て 対 面 関 係 に あ る 一 対 の 直 角 部 材 と 、 該 直 角 部 材 を 連 結 し 、 該 脚 を 互 い
に 対 面 関 係 に 押 し や る 弾 性 部 材 と を 具 備 す る 止 血 ク リ ッ プ 。
１ ５ ． 対 面 関 係 に あ る 該 直 角 部 材 の 脚 が 、 全 長 に 沿 っ て 互 い に 略 平 行 で あ る 上 記 １ ４ に 記
載 の 止 血 ク リ ッ プ 。
１ ６ ． 直 角 部 材 の 脚 を 連 結 す る 直 角 部 材 の 部 分 が 、 脈 管 に お け る ク リ ッ プ の 配 置 を 容 易 に
す る た め に な め ら か に 湾 曲 し て い る 上 記 １ ４ に 記 載 の 止 血 ク リ ッ プ 。
１ ７ ． 該 直 角 部 材 を 連 結 す る 弾 性 部 材 が 、 ほ ぼ 半 円 形 の 形 状 で あ り 、 互 い に き わ め て 近 接
し て い る 直 角 部 材 の 脚 を 連 結 す る 上 記 １ ４ に 記 載 の 止 血 ク リ ッ プ 。
１ ８ ． 該 直 角 部 材 を 連 結 す る 弾 性 部 材 が 、 互 い に き わ め て 近 接 し て い る 直 角 部 材 の 脚 の 長
さ に 沿 っ て 配 設 さ れ る 上 記 １ ７ に 記 載 の 止 血 ク リ ッ プ 。
１ ９ ． ほ 乳 動 物 に お け る 脈 管 を 結 紮 す る た め に 脈 管 に 無 菌 ク リ ッ プ を 適 用 す る た め の 器 械
に お い て 、 結 紮 さ れ る 脈 管 を 収 容 す る た め に 近 位 端 部 か ら 遠 位 端 部 に 互 い に 発 散 す る 一 対
の 表 面 と 、 弾 性 部 材 に よ っ て 一 方 の 端 部 に お い て 連 結 さ れ 、 反 対 端 部 に お い て 非 連 結 に さ
れ た 互 い に き わ め て 近 接 し て い る 一 対 の 脚 部 材 を 有 す る 無 菌 ク リ ッ プ と 、 該 発 散 表 面 の 近
位 端 部 に 該 ク リ ッ プ の 開 端 部 を 押 し や る 第 １ 方 向 に お い て 、 互 い に 該 表 面 を 押 し 合 わ せ 、
該 表 面 の 間 に 置 か れ た 脈 管 を 結 紮 す る た め に 該 表 面 に 沿 っ て 該 ク リ ッ プ を 移 動 さ せ る た め
の 手 段 と を 具 備 す る 器 械 。
２ ０ ． 人 体 に お け る 血 管 を 閉 鎖 す る た め に 血 管 に 一 対 の 止 血 ク リ ッ プ を 適 用 し 、 そ の 後 、
該 ク リ ッ プ の 間 の 領 域 に お い て 該 血 管 を 切 断 す る た め の 器 械 に お い て 、 取 手 部 分 と 、 ノ ー
ズ 部 分 と 、 該 取 手 部 分 を 該 ノ ー ズ 部 分 に 連 結 す る 筺 体 と を 具 備 し 、 該 ノ ー ズ 部 分 が 、 中 空
で あ り 、 水 平 ス リ ッ ト と 、 該 水 平 ス リ ッ ト を 垂 直 に 横 断 す る 一 対 の 平 行 ス リ ッ ト と を 含 み
、 該 垂 直 ス リ ッ ト が 、 該 水 平 ス リ ッ ト の 外 側 縁 に お い て 位 置 付 け ら れ 、 該 筺 体 が 、 該 水 平
ス リ ッ ト に 延 び て い る 一 対 の 偏 向 可 能 な 表 面 を 含 み 、 一 対 の 止 血 ク リ ッ プ の 各 々 が 、 互 い
に き わ め て 近 接 し て い る 一 対 の 脚 部 材 を 有 し 、 該 脚 部 材 が 弾 性 部 材 に よ っ て 一 方 の 端 部 に
お い て 連 結 さ れ 、 反 対 端 部 に お い て 非 連 結 に さ れ 、 該 ク リ ッ プ の 一 方 は 、 該 垂 直 ス リ ッ ト
の 一 方 に お い て 位 置 付 け ら れ 、 該 ク リ ッ プ の 他 方 は 、 他 方 の 垂 直 ス リ ッ ト に お い て 位 置 付
け 、 ナ イ フ 部 材 が 、 該 筺 体 に お い て 配 設 さ れ 、 該 ナ イ フ 部 材 の 切 断 縁 は 、 該 ク リ ッ プ の 間
の 該 ノ ー ズ 区 分 に お い て 位 置 付 け ら れ 、 結 紮 さ れ る 血 管 を 収 容 す る た め に ノ ー ズ 部 材 を 越
え て 該 偏 向 可 能 な 表 面 を 露 呈 す る 最 後 方 位 置 か ら 、 該 偏 向 可 能 な 表 面 を 合 体 さ せ 、 該 血 管
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を 閉 鎖 さ せ る た め に ク リ ッ プ の 脚 を 該 偏 向 可 能 な 表 面 の 縁 に お い て 位 置 付 け る 最 前 方 位 置
に 該 ノ ー ズ 区 分 を 往 復 移 動 さ せ る た め の 手 段 と 、 該 ク リ ッ プ の 間 に 該 閉 鎖 血 管 を 切 断 す る
た め に 該 ナ イ フ 部 材 を 前 方 に 移 動 さ せ る た め の 手 段 と を 設 け た 器 械 。
２ １ ． 取 手 部 分 と 、 ノ ー ズ 部 分 と 、 該 取 手 部 分 と 該 ノ ー ズ 部 分 を 連 結 す る 筺 体 と を 具 備 し
、 該 ノ ー ズ 部 分 が 、 中 空 で あ り 、 取 手 に 遠 位 の ノ ー ズ 部 分 の 端 部 に お い て 開 ス リ ッ ト を 有
し 、 一 対 の 表 面 が 、 該 ノ ー ズ 部 分 に お い て 配 設 さ れ て 該 ス リ ッ ト に 延 び て お り 、 該 表 面 を
互 い に 発 散 さ せ る た め に 該 ス リ ッ ト を 通 っ て 該 表 面 を 露 呈 さ せ る た め の 手 段 を 設 け た 外 科
用 器 械 。
２ ２ ． 該 ス リ ッ ト を 通 っ て 該 表 面 を 露 呈 さ せ る た め の 手 段 が 、 該 ス リ ッ ト を 通 っ て 該 表 面
を 露 呈 さ せ 、 該 露 呈 表 面 を 該 ス リ ッ ト に 回 収 す る た め の 往 復 移 動 手 段 で あ る 上 記 ２ １ に 記
載 の 外 科 用 器 械 。
２ ３ ． 筺 体 が 、 該 取 手 か ら 該 ノ ー ズ 部 分 に 延 び て い る 伸 長 部 材 で あ り 、 該 筺 体 と 該 ノ ー ズ
部 分 が 、 ほ ぼ 同 一 直 径 で あ り 、 こ れ に よ り 、 器 械 が 内 視 鏡 使 用 の た め に 適 す る 上 記 ２ １ に
記 載 の 外 科 用 器 械 。
２ ４ ． ク リ ッ プ を 身 体 組 織 に 適 用 す る た め の 内 視 鏡 ク リ ッ プ 適 用 器 械 に お い て 、 取 手 部 分
と 、 該 取 手 部 分 か ら 遠 位 に 延 び て い る 伸 長 中 空 管 状 部 材 と 、 身 体 組 織 を 収 容 す る た め に 該
中 空 管 状 部 材 の 遠 位 端 部 か ら 延 び て い る 一 対 の 発 散 部 材 と 、 該 中 空 管 状 部 材 に お い て 保 管
さ れ た 複 数 の ク リ ッ プ と 、 該 身 体 組 織 が 該 平 行 部 材 の 間 に あ る 間 該 発 散 部 材 を 略 平 行 に し
、 同 時 に 該 平 行 部 材 の 縦 縁 に 沿 っ て ク リ ッ プ を 前 進 さ せ る 第 １ 位 置 と 、 該 ク リ ッ プ が 該 身
体 組 織 に あ る 間 該 部 材 を 発 散 さ せ る 第 ２ 位 置 と の 間 で 可 動 で あ る 往 復 移 動 手 段 と を 具 備 す
る 内 視 鏡 ク リ ッ プ 適 用 器 械 。
２ ５ ． 該 往 復 移 動 手 段 が 、 該 平 行 部 材 の 各 縦 縁 に 沿 っ て 一 つ ず つ の 一 対 の ク リ ッ プ を 前 進
さ せ る 上 記 ２ ４ に 記 載 の 内 視 鏡 ク リ ッ プ 適 用 器 械 。
２ ６ ． 脈 管 を 結 紮 す る た め に 該 脈 管 に ク リ ッ プ を 適 用 す る た め の 内 視 鏡 ク リ ッ プ 適 用 器 械
に お い て 、 取 手 部 分 と 、 該 取 手 部 分 に 配 設 さ れ た 作 動 手 段 と 、 該 取 手 部 分 か ら 遠 位 に 延 び
て い る 伸 長 中 空 管 状 部 分 と 、 結 紮 さ れ る 脈 管 を 収 容 す る た め に 該 中 空 管 状 部 分 の 遠 位 部 分
か ら 延 び て い る 一 対 の 発 散 表 面 と 、 一 対 の 離 間 し た 略 平 行 表 面 を 有 す る 、 該 中 空 管 状 部 分
の 遠 位 端 部 に お い て 配 設 し た 往 復 移 動 部 材 と 、 該 中 空 管 状 部 分 に 順 次 に 配 設 し た 複 数 の ク
リ ッ プ と 、 該 発 散 表 面 上 に 該 平 行 表 面 を 移 動 さ せ 、 該 発 散 表 面 を 略 平 行 に す る た め に 、 該
作 動 手 段 か ら 該 往 復 移 動 部 材 に 延 び て い る 第 １ 駆 動 手 段 と 、 該 発 散 表 面 が 脈 管 に 該 ク リ ッ
プ を 配 置 し 、 脈 管 を 結 紮 す る た め に 略 平 行 に あ る 時 、 最 遠 位 ク リ ッ プ が 、 該 発 散 表 面 の 縦
縁 に 沿 っ て い る 如 く 、 該 複 数 の ク リ ッ プ を 移 動 さ せ る た め に 、 該 作 動 手 段 か ら 該 複 数 の ク
リ ッ プ の 近 位 ク リ ッ プ に 延 び て い る 第 ２ 駆 動 手 段 と 、 該 往 復 移 動 部 材 を 原 位 置 に 戻 し 、 該
発 散 表 面 か ら 該 平 行 表 面 を 除 去 し 、 結 紮 さ れ た 脈 管 を 器 械 か ら 除 去 さ せ る た め の 手 段 と を
具 備 す る 内 視 鏡 ク リ ッ プ 適 用 器 械 。
２ ７ ． 該 中 空 管 状 部 分 に お い て 順 次 に 一 対 の ク リ ッ プ が 配 設 さ れ 、 該 対 の 一 方 は 、 該 発 散
表 面 の 一 方 の 縦 縁 と ほ ぼ 整 合 し 、 該 対 の 他 方 は 、 該 発 散 表 面 の 他 方 の 縦 縁 と ほ ぼ 整 合 し 、
そ し て 該 第 ２ 駆 動 手 段 が 、 該 一 方 の 縦 縁 に 沿 っ て 該 対 の 一 方 の 最 遠 位 ク リ ッ プ と 該 他 方 の
縦 縁 に 沿 っ て 該 対 の 他 方 の 最 遠 位 ク リ ッ プ を 移 動 さ せ る 上 記 ２ ６ に 記 載 の 内 視 鏡 ク リ ッ プ
適 用 器 械 。
２ ８ ． 取 手 部 分 と 操 作 部 分 と を 具 備 し 、 該 操 作 部 分 は 、 そ の 遠 位 端 部 を 形 成 す る 一 対 の 発
散 部 材 と 、 該 発 散 部 材 を 略 平 行 ア ラ イ メ ン ト に す る た め に 該 発 散 部 材 上 を 往 復 し て 滑 動 す
る こ と が で き る 手 段 と を 具 備 す る 組 織 を 操 作 す る 際 に 使 用 さ れ る 外 科 用 器 械 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 無 菌 ク リ ッ プ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 無 菌 ク リ ッ プ の 前 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 器 械 の 一 実 施 態 様 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 描 か れ た 器 械 の 分 解 等 角 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 器 械 が 結 紮 さ れ る 脈 管 を 収 容 す る 位 置 に あ る 、 本 発 明 に よ る 器 械 の ノ ー ズ 又 は 先
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端 部 の そ れ ぞ れ 斜 視 図 、 頂 面 図 と 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 無 菌 ク リ ッ プ が 脈 管 を 結 紮 す る た め に 脈 管 に 配 置 さ れ た 、 図 ５ に 描 か れ
た 器 械 の ノ ー ズ の そ れ ぞ れ 斜 視 図 、 頂 面 図 と 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 器 械 か ら 結 紮 さ れ た 脈 管 を 解 放 す る よ う に 器 械 を 位 置 付 け た 、 図 ５ に 描 か れ た 器
械 の ノ ー ズ の そ れ ぞ れ 斜 視 図 、 頂 面 図 と 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ５ ｂ の 線 ８ － ８ に 沿 っ て 取 ら れ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ６ ｂ の 線 ９ － ９ に 沿 っ て 取 ら れ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ７ ｂ の 線 １ ０ － １ ０ に 沿 っ て 取 ら れ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 器 械 に お け る 別 の 実 施 態 様 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 器 械 が 作 動 さ れ る 前 の 図 １ １ に 描 か れ た 器 械 の 駆 動 機 構 の 拡 大 切 欠 き 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 １ ３ 】 器 械 が 作 動 さ れ る 前 の 図 １ １ に 描 か れ た 器 械 の 遠 位 端 部 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 器 械 が 作 動 さ れ た 後 の 図 １ ２ に 類 似 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 器 械 が 作 動 さ れ た 後 の 図 １ ３ に 類 似 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
２ ０ 　 無 菌 ク リ ッ プ
２ １ 　 脚 部 材
２ ２ 　 脚 部 材
４ ０ 　 取 手
４ ９ 　 フ ラ ッ プ
５ ０ 　 フ ラ ッ プ
５ ６ 　 ド ラ イ バ ー
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

(11) JP 2006-255434 A 2006.9.28



【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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ほ 乳 動 物 に お い て 脈 管 を 結 紮 す る た め の 無 菌 ク リ ッ プ に お い て 、 一 対 の 直 角 部 材 で あ り
、 該 直 角 部 材 の 各 々 が 、 相 互 に 直 角 に 配 置 さ れ て お り 、 各 直 角 部 材 の 一 方 の 脚 が 、 ほ ぼ 同
一 平 面 に あ り 、 各 直 角 部 材 の 他 方 の 脚 は 、 互 い に き わ め て 近 接 し て 対 面 関 係 に あ る 一 対 の
直 角 部 材 と 、 該 直 角 部 材 を 接 合 す る 連 結 部 材 と を 具 備 し 、 該 連 結 部 材 は 該 直 角 部 材 の 分 離
を 制 限 す る こ と を 特 徴 と す る 無 菌 ク リ ッ プ 。

人 体 の 管 状 血 管 を 閉 鎖 す る た め の 止 血 ク リ ッ プ に お い て 、 一 対 の 直 角 部 材 で あ り 、 該 直
角 部 材 の 各 々 が 相 互 に 直 角 に 配 置 さ れ た 一 対 の 脚 を 具 備 し 、 該 直 角 部 材 の 各 々 の 一 方 の 脚
は 、 ほ ぼ 同 一 平 面 に あ り 、 各 該 直 角 部 材 の 他 方 の 脚 は 、 互 い に き わ め て 近 接 し て 対 面 関 係
に あ る 一 対 の 直 角 部 材 と 、 該 直 角 部 材 を 連 結 し 、 該 脚 を 互 い に 対 面 関 係 に 押 し や る 弾 性 部
材 と を 具 備 す る 止 血 ク リ ッ プ 。

人 体 に お け る 血 管 を 閉 鎖 す る た め に 血 管 に 一 対 の 止 血 ク リ ッ プ を 適 用 し 、 そ の 後 、 該 ク
リ ッ プ の 間 の 領 域 に お い て 該 血 管 を 切 断 す る た め の 器 械 に お い て 、 取 手 部 分 と 、 ノ ー ズ 部
分 と 、 該 取 手 部 分 を 該 ノ ー ズ 部 分 に 連 結 す る 筺 体 と を 具 備 し 、 該 ノ ー ズ 部 分 が 、 中 空 で あ
り 、 水 平 ス リ ッ ト と 、 該 水 平 ス リ ッ ト を 垂 直 に 横 断 す る 一 対 の 平 行 ス リ ッ ト と を 含 み 、 該
垂 直 ス リ ッ ト が 、 該 水 平 ス リ ッ ト の 外 側 縁 に お い て 位 置 付 け ら れ 、 該 筺 体 が 、 該 水 平 ス リ
ッ ト に 延 び て い る 一 対 の 偏 向 可 能 な 表 面 を 含 み 、 一 対 の 止 血 ク リ ッ プ の 各 々 が 、 互 い に き
わ め て 近 接 し て い る 一 対 の 脚 部 材 を 有 し 、 該 脚 部 材 が 弾 性 部 材 に よ っ て 一 方 の 端 部 に お い
て 連 結 さ れ 、 反 対 端 部 に お い て 非 連 結 に さ れ 、 該 ク リ ッ プ の 一 方 は 、 該 垂 直 ス リ ッ ト の 一
方 に お い て 位 置 付 け ら れ 、 該 ク リ ッ プ の 他 方 は 、 他 方 の 垂 直 ス リ ッ ト に お い て 位 置 付 け 、
ナ イ フ 部 材 が 、 該 筺 体 に お い て 配 設 さ れ 、 該 ナ イ フ 部 材 の 切 断 縁 は 、 該 ク リ ッ プ の 間 の 該
ノ ー ズ 区 分 に お い て 位 置 付 け ら れ 、 結 紮 さ れ る 血 管 を 収 容 す る た め に ノ ー ズ 部 材 を 越 え て
該 偏 向 可 能 な 表 面 を 露 呈 す る 最 後 方 位 置 か ら 、 該 偏 向 可 能 な 表 面 を 合 体 さ せ 、 該 血 管 を 閉
鎖 さ せ る た め に ク リ ッ プ の 脚 を 該 偏 向 可 能 な 表 面 の 縁 に お い て 位 置 付 け る 最 前 方 位 置 に 該
ノ ー ズ 区 分 を 往 復 移 動 さ せ る た め の 手 段 と 、 該 ク リ ッ プ の 間 に 該 閉 鎖 血 管 を 切 断 す る た め
に 該 ナ イ フ 部 材 を 前 方 に 移 動 さ せ る た め の 手 段 と を 設 け た 器 械 。

ク リ ッ プ を 身 体 組 織 に 適 用 す る た め の 内 視 鏡 ク リ ッ プ 適 用 器 械 に お い て 、
取 手 部 分 と 、
該 取 手 部 分 か ら 遠 位 に 延 び て い る 伸 長 中 空 管 状 部 材 と 、
身 体 組 織 を 収 容 す る た め に 該 中 空 管 状 部 材 の 遠 位 端 部 か ら 延 び て い る 一 対 の 発 散 部 材 と

、
該 中 空 管 状 部 材 に お い て 保 管 さ れ た 複 数 の ク リ ッ プ と 、
該 中 空 管 状 部 材 の 遠 位 端 に 配 置 さ れ て お り 、 該 身 体 組 織 が 該 平 行 部 材 の 間 に あ る 間 該 発

散 部 材 を 略 平 行 に し 、 同 時 に 該 平 行 部 材 の 縦 縁 に 各 々 沿 っ て ク リ ッ プ を 前 進 さ せ る 第 １ 位
置 と 、 該 ク リ ッ プ が 該 身 体 組 織 に あ る 間 該 部 材 を 発 散 さ せ る 第 ２ 位 置 と の 間 で 可 動 で あ る
往 復 移 動 手 段 と を 具 備 す る 内 視 鏡 ク リ ッ プ 適 用 器 械 。

脈 管 を 結 紮 す る た め に 該 脈 管 に ク リ ッ プ を 適 用 す る た め の 内 視 鏡 ク リ ッ プ 適 用 器 械 に お
い て 、
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取 手 部 分 と 、
該 取 手 部 分 に 配 設 さ れ た 作 動 手 段 と 、
該 取 手 部 分 か ら 遠 位 に 延 び て い る 伸 長 中 空 管 状 部 分 と 、
結 紮 さ れ る 脈 管 を 収 容 す る た め に 該 中 空 管 状 部 分 の 遠 位 部 分 か ら 延 び て い る 一 対 の 発 散

表 面 と 、
一 対 の 離 間 し た 略 平 行 表 面 を 有 す る 、 該 中 空 管 状 部 分 の 遠 位 端 部 に お い て 配 設 し た 往 復

移 動 部 材 と 、
該 中 空 管 状 部 分 に 順 次 に 配 設 し た 複 数 の ク リ ッ プ と 、
該 発 散 表 面 上 に 該 平 行 表 面 を 移 動 さ せ 、 該 発 散 表 面 を 略 平 行 に す る た め に 、 該 作 動 手 段

か ら 該 往 復 移 動 部 材 に 延 び て い る 第 １ 駆 動 手 段 と 、
該 発 散 表 面 が 脈 管 に 該 ク リ ッ プ を 配 置 し 、 脈 管 を 結 紮 す る た め に 略 平 行 に あ る 時 、 最 遠

位 ク リ ッ プ が 、 該 発 散 表 面 の 縦 縁 に 沿 っ て い る 如 く 、 該 複 数 の ク リ ッ プ を 移 動 さ せ る た め
に 、 該 作 動 手 段 か ら 該 複 数 の ク リ ッ プ の 近 位 ク リ ッ プ に 延 び て い る 第 ２ 駆 動 手 段 と 、

該 往 復 移 動 部 材 を 原 位 置 に 戻 し 、 該 発 散 表 面 か ら 該 平 行 表 面 を 除 去 し 、 結 紮 さ れ た 脈 管
を 器 械 か ら 除 去 さ せ る た め の 手 段 と を 具 備 す る 内 視 鏡 ク リ ッ プ 適 用 器 械 。
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摘要(译)

解决的问题：提供一种用于闭合或阻塞人体中的诸如血管之类的管状容
器的无菌夹子，以及将夹子放置在血管中以结扎血管的设备。 无菌夹子
包括沿大致整个长度彼此紧邻布置的腿构件以及在该腿构件的端部处的
连接构件。 用于展开夹子的器械包括手柄部分100、101和操纵部分，该
操纵部分用于以基本平行的方式操纵形成其远端的一对发散构件122和发
散构件。 并且能够在发散构件上往复滑动的装置。 [选择图]图11
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